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春過ぎて夏来にけらし白たへの 

衣干すてふ天の香久山【持統天皇】 

 

 

 

 

古今和歌集の風流さとは違い、春からいきなり猛暑の夏がやって 

来たようなこの頃です。この急変に体調は大丈夫でしょうか？ 

6月と言えば、梅雨！もうすぐです！  梅雨(ばいう)の由来は 

梅が熟すころ、又黴雨(ばいう)から来たと言われています。 

黴（かび）の生えやすい時期、食中毒には十分気をつけましょう。 

5月から始まりました『ワンデイシェフ』大変好評で、すでに 

遠くまで噂が広まっていることを知りました。 

又、『カラオケ道場』の方は、おもてなし方に不手際があった感も 

ありしましたが、まずまずの出だしです。これから曲目のサーバー 

も新しくなり、皆様のご要望にお応えが出来ると思います。グループ 

でのお越しをお待ちしています。

 

 

  講師；岸井紀子、津田昌子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わが町立田町は、まほろばの郷から西南へ車で 5~6 分。 

274 世帯、838 名（4 月 30 日現在）の極々田舎町です。その田舎町の頑張りを紹介します。 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

  

5月 1日の第 1回目の講座では、ｽﾌﾟﾚｰカーネーションを用いて『母の日』をテーマに自由花を生けました。 

いつも明るく元気なまほろばの子ども達が 

このときは真剣な面持ちで生け花に取り組んでいました。 

生けあがったお花はそれぞれの感謝のメッセージが添えられ、お母さんの手元に届いたことでしょう。 

次回 6月の講座では、21日の『まほろば祭り』に展示する花を生けます。 

是非、ご家族や大勢の方にご覧いただきたいと思います。 

どんな力作がならびますか、お楽しみに！                    岸井紀子 記 

第７号 

本年度も『文化庁伝統文化親子教室事業』の採択を受け、まほろばいけ花こども教室を開催させていただくことになりました。 

この教室の目的は 

 季節の花や草木を用いて、年中行事や家庭内の行事にふさわしい花を生ける。 

 家庭や誰かの為に花をいけるなどの生け花のけいこを通して、こどもの豊かな感性、表現力を養う。 

 教室での挨拶、身の回りの整理整頓など、基本的な礼儀、社会性を身につけること。 

来年の 2 月まで全 10 回の講座で、こどもたちがみんな生け花を好きになってくれるよう頑張りたいと思います。 

（いつの間にか、春が過ぎて夏がやってきたようですね。

夏になると真っ白な衣を干すと言いますから、あの天の

香具山にあのように衣がひるがえっているのですから） 

模擬店 

☆ まほろばピザ   

☆ そうめん    

☆ 饅頭・ｹｰｷ・パン  

☆ クッキー 

① 滋賀県で初めての円形状の交差点「ラウンアバウト交差点」が出来ました。おかげで無事故交差点へ転化。 

② 鹿島の紫陽花の森で『木もれ陽コンサート』今年は第 7 回 6 月 21 日。残念ながら「まほろば祭り」と被ってしまいました。 

③ ハンドベルグループ『べにほっぺ』結成から 4 年半。訪問演奏回数 60 回以上。市内外で知名度ＵＰ。まほろば児童クラブでも演奏して頂きました。 

④ 立田いきいきクラブの数々のサロンや教室。近々カフェオープンの予定！ 

⑤ 立田森衛隊が 3 か年計画で竹林・紫陽花の森・石楠花池・紅葉街道など立田自然遊歩道の完成へ取り組んでいます。                                                
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